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瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q 
観
光
大
使
の
委
嘱

　

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

施
策
の
一
環
と
し
て
、
壱
岐

市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
る
観
光

大
使
等
を
、
国
・
県
の
職
員

の
島
外
転
出
時
、
も
し
く
は

島
外
で
観
光
事
業
等
に
携
わ

る
人
に
委
嘱
し
て
増
や
す
べ

き
。A 

市
長

各
壱
岐
人
会
に

協
力
依
頼

Q 
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

①
台
風
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
※
に
つ

い
て
も
追
補
す
べ
き
。

②
各
地
区
毎
に
自
主
防
災
組

織
を
整
え
、
啓け
い

蒙も
う

活
動
や
、

定
期
的
な
訓
練
を
し
、
日
頃

か
ら
防
災
態
勢
を
確
立
し
て

お
く
べ
き
。

A 
市
長

自
主
防
災
組
織
の
強
化

Q 
全
国
学
力
テ
ス
ト

①
市
内
全
校
を
通
し
て
全
国

平
均
等
と
比
較
し
て

の
状
況
。

②
大
規
模
校（
百
人

以
上
）
と
小
規
模
校

と
の
結
果
状
況
。

③
結
果
に
問
題
の
あ

る
学
校
が
市
内
に
は

な
い
か
。

④
結
果
へ
の
今
後
の

対
処
。

A 
教
育
長

平
均
レ
ベ
ル

壱岐市防災訓練（11月９日　三島地区大島）

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 
芦
辺
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
浴
室
の
改
築

　

利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

浴
室
が
狭
く
な
っ
た
。
新
年

度
予
算
に
計
上
し
、
早
急
に

整
備
を
。

A 
市
長

早
急
に
改
善
の
方
向
で 

Q 
壱
岐
地
区
の
内
航
海
運
業

育
成
対
策
お
よ
び
港
湾
整
備

①
船
舶
建
造
に
対
す
る
国
・

県
・
金
融
機
関
に
対
し
て
の

支
援
要
請
お
よ
び
金
融
面
の

助
成（
利
子
補
給
等
）を
。

②
後
継
者
育
成
の
た
め
奨
学

金
制
度
の
創
設
を
。

③
久
喜
・
印
通
寺
港
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

※
１

を
。

④
久
喜
西
側
外
防
波
堤
に
灯

台
設
置
を
。

A 
市
長

本
島
海
運
業
に
期
待
大 

Q 
一
支
国
博
物
館
・
県
立
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
建
設

①
県
占
用
分
も
市
の
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、
七
割
は
交

付
税
措
置
、
残
り
の
三
割
と

維
持
管
理
費
の
県
負
担
分
の

覚
書
は
取
り
交
わ
し
て
い
る

の
か
。

②
維
持
管
理
費
の
負
担
割
合

を
県
で
八
割
程
度
負
担
で
き

る
よ
う
折せ
っ

衝し
ょ
う
※
２
す
べ
き
で
は
。

A 
市
長

た
だ
い
ま
協
議
中

※
仕
組
み
。

※
１ 

海
底
・
河
床
な
ど
の
土
砂
を
、
水
深

を
深
く
す
る
た
め
に
掘
削
す
る
こ
と
。

※
２ 

利
害
関
係
が
一
致
し
な
い
相
手
と

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
か
け
ひ

き
を
す
る
こ
と
。

狭
きょう

隘
あい

なデイサービスセンターの浴室（芦辺町つばさ）

一 般 質 問一 般 質 問 傍聴者数傍聴者数  {{  12月13日　約30人 12月13日　約30人
 12月14日　約20人 12月14日　約20人
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音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 
一
支
国
博
物
館

建
設
問
題

①
二
年
前
の
十
一
月
に
管
理

運
営
費
の
積
算
根
拠
が
作
ら

れ
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
特
別

委
員
会
に
提
出
し
な
か
っ
た

の
か
。

②
管
理
運
営
費
八
千
万
円
の

算
定
根
拠
は
断
片
的
数
字
を

並
べ
た
に
過
ぎ
ず
、
信し
ん

憑ぴ
ょ
う

性

が
な
い
。
予
算
の
凍
結
を
解

除
し
た
委
員
会
事
前
承
認
に

反
す
る
。

③
国
に
管
理
運
営
費
の
負
担

を
求
め
る
こ
と
を
な
お
可
能

と
考
え
て
い
る
か
。
で
き
な

い
な
ら
ば
計
画
の
見
直
し
を

す
べ
き
。

④
入
札
手
続
に
入
っ
た
後
の

住
民
説
明
会
と
は
、
順
序
が

逆
で
あ
る
。
住
民
意
思
尊
重

の
考
え
を
踏
み
に
じ
る
行
為

で
あ
る
。
な
お
、
市
の
負
担
を

二
千
五
百
万
円
で
済
ま
せ
る

と
明
言
す
べ
き
。
で
き
な
い

な
ら
ば
入
札
を
凍
結
し
、
再

考
す
べ
き
。

A 
市
長

最
小
限
の
維
持
管
理
費

で
運
営 

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

離
島
航
路
は

島
の
生
命
線

　

離
島
航
路
は
島
民
は
じ
め

全
て
の
産
業
等
人
的
物
的
交

流
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

燃
油
高
騰
や
過
疎
高
齢
化
に

伴
う
乗
客
減
等
に
よ
り
運
賃

が
値
上
げ
さ
れ
、
島
民
は
負

担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

①
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

②
運
賃
改
定
等
事
前
に
相
談

な
く
、事
後
報
告
で
あ
る
。
航

路
対
策
協
議
会
が
機
能
し
て

い
な
い
の
で
は
。

③
指
定
区
間
※
１
の
見
直
し
は
。

④
島
内
経
済
状
況
は
厳
し
く

ト
ラ
ッ
ク
業
者
は
燃
油
高
騰
、

航
送
賃
値
上
げ
の
た
め
危
機

的
状
況
。
壱
岐
航
路
は
海
上

国
道
で
あ
り
道
路
特
定
財
源

※
２
の
一
部
で
自
動
車
航
送
賃

の
助
成
は
当
然
と
考
え
る
が
。

A 
市
長

支
援
要
望
は
粘
り
強
く

継
続 

Q 

Ａ
Ｅ
Ｄ
※
３
設
置

拡
大
を

突
然
心
肺
停
止
の
死
亡
は

交
通
事
故
死
よ
り
多
い
。
万

が
一
に
備
え
体
育
施
設
、学
校

等
避
難
所
へ
も
設
置
拡
大
す

べ
き
。
現
況
と
設
置
計
画
は
。

A 
市
長

年
次
的
に
拡
大
し
て
い
く

原の辻整備事業住民説明会（12月６日　石田町農村環境改善センター）

武生水中学生を対象としたＡＥＤ体験講習会（10月17日　消防署）

※
１ 

離
島
航
路
維
持
の
た
め
一
定
の
サ

ー
ビ
ス
水
準
が
確
保
さ
れ
る
国
土
交

通
大
臣
が
指
定
し
た
区
間
（
航
路
）

※
２ 

ガ
ソ
リ
ン
税
、
自
動
車
重
量
税
な

ど
が
財
源
と
な
り
、
道
路
整
備
事
業

に
使
わ
れ
て
い
る
。

※
３ 

自
動
体
外
式
除
細
動
器
。
心
臓
の

心
室
細
動
の
際
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

り
心
臓
の
動
き
を
戻
す
医
療
機
器
。
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近
藤　

団
一 

議
員

Q 
市
民
病
院
関
連
の

バ
ス

　

高
齢
者
、
障
害
者
に
と
っ

て
冬
場
や
風
雨
の
と
き
に
道

路
横
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

乗
り
換
え
は
大
変
。
暫
定
的

な
バ
ス
で
な
く
、
恒
久
的
な

解
決
方
法
を
模
索
す
る
べ
き
。

八
畑
の
壱
岐
交
通
車
庫
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
乗
り
換
え
場

所
を
設
置
、
そ
こ
を
経
由
す

れ
ば
、
島
内
ど
こ
か
ら
の
バ

ス
に
も
対
応
が
で
き
る
の
で

は
。A 

市
長

い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
が 

Q 
九
郵
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
地
元
要
望
の
あ
り
方

　

料
金
面
、
船
内
サ

ー
ビ
ス
、
衛
生
上
の

問
題
等
の
苦
情
を
良

く
聞
く
。
原
の
辻
を

含
め
た
観
光
振
興
も

良
い
が
、
肝
心
の
入

口
の
船
便
が
不
評
な

ら
観
光
振
興
も
ま
ま

な
ら
な
い
の
で
は
。

対
馬
も
含
め
た
三
者

機
関
の
設
置
を
。

A 
市
長

確
か
に
必
要 

Q 
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
工
事

　

二
月
末
が
供
用
開
始
で
間

違
い
な
い
か
。
入
札
辞
退
の

二
社
に
端
末
メ
ー
カ
ー
が
あ

れ
ば
、
問
題
あ
り
の
入
札
と

な
る
が
。

A 
市
長

予
定
通
り
で
問
題
は
な

い 

壱岐交通㈱の車庫（郷ノ浦町東触）

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 
組
織
・
機
構
改
革

　

年
度
末
に
大
幅
な
組
織
・

機
構
改
革
を
行
う
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
市
民
と
直
接
対

応
す
る
支
所
窓
口
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
に
は
地
域
事
情
の

分
か
っ
た
地
元
の
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
で
は
な
い
の
か
。

A 
市
長

壱
岐
は
一
つ 

Q 
自
治
会
・
公
民
館

の
統
合

　

前
回
、
質
問
に
対
し
、「
適

正
規
模
に
統
合
を
進
め
る
」

と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。
今

回
、
公
民
館
長
手
当
の
陳
情

や
納
税
組
合
長
等
へ
の
委
嘱

状
の
交
付
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
統
合
へ
向
け
て
の
進
捗

状
況
は
。

A 
市
長

進
ん
で
い
な
い 

A 
教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
にあたたかな笑顔で窓口対応（芦辺庁舎）
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町
田　

正
一 

議
員

Q 

漁
業
燃
料
の
高
騰

に
対
す
る
助
成

　

漁
業
燃
料
の
高
騰
は
魚
価

の
低
迷
と
相
ま
っ
て
、
離
島

漁
家
の
経
営
を
危
機
的
状
況

に
追
い
込
ん
で
い
る
。一
方
、

壱
岐
海
域
で
採
取
さ
れ
て
い

る
海
砂
は
年
間
二
百
八
十
万

㎥
に
及
び
、
県
税
と
し
て
一

㎥
あ
た
り
百
円
、
年
間
合
計

二
億
八
千
万
円
を
徴
収
し
て

い
る
。
こ
の
分
を
燃
料
費
補

助
と
し
て
壱
岐
市
に
還
元
す

る
の
が
当
然
だ
と
考
え
る
が
、

県
と
交
渉
す
べ
き
。
同
時
に

航
路
も
島
民
に
と
っ
て
は
道

路
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
県

内
の
離
島
の
首
長
と
早
急
に

対
策
を
国
・
県
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
。
燃
油
価
格

の
上
昇
が
運
賃
の
値
上
げ
に

結
び
つ
く
よ
う
で
は
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

A 
市
長

県
に
対
し
て

文
書
を
も
っ
て 

Q 

長
田
市
政

　

こ
の
四
年
間
の
反
省
と
今

後
の
課
題
を
率
直
に
述
べ
て

も
ら
い
た
い
。

A 
市
長

海
と
み
ど
り
、
歴
史
を
活

か
す
癒
し
の
し
ま
、
壱
岐

市
山　

繁 

議
員

Q 

壱
岐
市
病
院
事
業
運
営
審
議

会
の
答
申
の
進
捗
状
況
は

①
病
院
管
理
者
お
よ
び
総
看

護
師
長
の
選
任
は
。

②
医
師
確
保
と
医
療
連
携
室

の
設
置
を
。

③
調
理
業
務
、
医
療
事
務
、

在
庫
管
理
業
務
等
は
、
委
託

検
討
す
べ
き
。

④
医
師
公
舎
は
改
修
で
な
く
、

年
次
的
で
も
新
築
で
対
応
を
。

⑤
病
院
事
業
へ
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
明
確
に
す
る

た
め
繰
入
基
準
規
定
を
す
べ

き
。A 

市
長

厳
し
い
が
努
力
す
る

Q 

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ

る
各
産
業
へ
の
対
策

①
離
島
に
お
い
て
は
海
上
は

国
道
で
あ
る
。
道
路
特
定
財

源
で
海
上
運
賃
を
見
直
す
べ

き
。

②
建
設
物

価
を
見
直

す
べ
き
。

③
食
材
の

値
上
げ
等

に
よ
り
、

全
国
的
に

給
食
費
の

見
直
し
が

な
さ
れ
て

い
る
が
、

今
後
の
給

食
費
へ
の
影
響
は
。

A 
市
長

厳
し
い
が
努
力
す
る 

A 
教
育
長

今
の
と
こ
ろ
影
響
な
し美味しい給食をいつもありがとう！（霞

かすい

翠小学校親子給食）

執　行　部


